
マツバラン科

兵庫県ランク…マツバラン
環境省ランク… NTPsilotum  nudum  (L.) P.Beauv.

■ 県内分布

神戸市、高砂市、西脇市、三木市、姫路市、たつの市、洲本
市、南あわじ市

■ 国内分布

本州（宮城、石川県以西の暖地）、四国、九州、琉球諸島

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

常緑性。岩場の隙間や樹幹に着生。地上茎は二又分枝を繰り返す。枝の上に黄色の胞子嚢群を生じる。
江戸時代から有名な古典園芸植物でさまざまな品種が栽培されている。

熱帯温室等では雑草化している。都市部の石垣などで
見つかるものは、逸出の可能性がある。

生育地の保全および園芸用の採集防止が必要である。

B

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：鈴木　武

■ 種の概要

観賞用等採取 ○ 特異な生態 ○ 分布の限界


